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読谷村議会 

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

 神 谷 嘉 栄 印 

     

一 般 質 問 通 告 書          
  

第 547 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 石嶺傳實村長は、去る６月２日に県議会議長、同９日に県知事へ

急性期病院設立を目指している本村として、恩納村長、北谷町長

との連名で、病院設立を求める要望書を提出したようだが、その

後の動きはあったのか、進捗の状況を伺う。 

 

２ 現在の読谷村立図書館並びに、読谷村総合情報センター（ゆんラ

ボ・未来館）の開館に向けて 

（１）現図書館は、旧議会棟を改築しての開館から何年が経過したの

か。 

（２）現在、休館中ではあるが、これまで村民に愛され親しまれてき

たと感じられる村立図書館、運営もボランティアを含め村民と

共に築き上げられてきたと思われる。開館当初からの村立とし

ての基本目標とはどういったものか伺う。 

（３）10 月に開館を迎える「ゆんラボ・未来館」における今後 20 年

間の図書館運営、施設全体の維持管理のモニタリングについて

だが、その目的と誰がいつ、どのような方法で行うのか。ま

た、具体的な評価表などもあるのか伺う。 

（４）去る３月議会定例会の所管事務調査時、建設中の「ゆんラボ・

未来館」を見学した際、一部エリアにおいて特殊な消火設備の

説明を受けたが、今一度その装置と設置目的を詳細に伺う。 

 

３ 去る８月８日に開催された「中部地区町村議会議員・事務局職員

研修会」にて、沖縄気象台より『沖縄の気象災害と防災気象情

報』・『地震と津波について』の講演で、「気象台が地域社会の

一員として、住民の具体的な防災行動に結びつくよう、防災の最

前線に立つ市町村を中心に、気象の状況や見通し等の解説の実施

や、平時からの普及啓発、防災計画の作成支援等に力を入れてい

る」とあった。 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

 （１）気象庁は平成 29 年度に｢地域における気象防災業務のあり方

検討会」を開催し、市町村に一層「理解・活用｣（読み解き）

を促進するという方向性が示されたとのこと。 

     ア ｢平時から、自治体との信頼関係構築や実践的な解説・研修

等の開催、気象防災の専門家の活用促進などの取組を強化」

とあったが、本村においても研修等の具体例もあったか。 

     イ  ｢緊急時には、気象台が持つ危機感を確実に伝え、市町村等

の防災対応を強力に後押し」とあったが、「緊急時」の事例

もあったか。 

     ウ  ｢災害後には、気象台と市町村が共に振り返りを行うことに

より、取組内容を不断に改善といった取組を一層推進してい

くべきことが示された」とあったが、「災害後」という事例

もあったか。 

（２）『地震と津波について』、本村と平時からの関わりはどうか。 

 

４ 去る６～７月に実施された、共同通信社による全国の市町村への

アンケート調査について 

 （１）避難所の準備状況に関するアンケートで、トイレ数について

49％が、「政府が指針で示す基準を満たしていない」と答えた

とのこと。また、被災者１人当たりの居住面積も 49％が満たし

ていないとのことであった。 

        その際の質問項目と本村の回答した事例を求める。 

 （２）「ホテルや旅館の利用者に課す宿泊税について」も、（１）

同様に求める。 

 

５ 「厚生労働省が、住民のがん検診の受診歴を市区町村が把握する

仕組みを導入するということ」について 

（１）導入する仕組みの内容説明を求めると同時に、その際のメリ

ットについてはどうか。また、予想されるデメリットもある

のか伺う。 

（２）対象となる、がんの種類と検診時の費用について、補助等も

含めて今後の本村の対応（姿勢）を伺う。 

 

６ 今年８月の新聞紙上に、名護市は庁内にてデジタル技術などを使

い業務改善した課を表彰する「ＢＰＲ優良取り組み事例表彰（ナ

ゴ ＢＰＲアワード 2025）｣を開催したとあった。ＢＰＲとは、ビ

ジネス プロセス リエンジニアリングの略で「業務改善」などを

指すとのこと。結果、職員数や業務時間が削減でき、職員が別業

務に当たれるようになったという。 

    本村において、同様なシステムは既に導入されているのか。そう

でないとすれば、導入への検討の余地もあるのか伺う。 

 

 


